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が出版され、アメリカで授業研究が Lesson Study と翻訳されてネットワークを広げ、最
近では、シンガポールや香港を含む東アジア圏で盛んになり、また、いわゆる途上国の教
育開発の手法としても活用されている9。2012 年の世界授業研究学会（World Association 
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講義回数 シラバス  実際の授業内容 
1 教育心理学とは  オリエンテーション 
2 学習の意欲 1  「楽しい授業とは何か」 
3 学習の意欲 2  学ぶ意欲とは 
4 学習と発達の理論 1  話し合いの授業とは 
5 学習と発達の理論 2  話し合いの授業での学習 
6 学習と発達の理論 3  被教育経験の振り返り 




9 教育評価 1  何の為のテストか 
10 教育評価 2 
 子どもが学んでいることを的確に把握
すること 
11 学校・学級への適応  評価結果を授業でどう活かすか 
12 教師の学び 1  学校段階での心理的問題 
13 教師の学び 2  発達障害の子ども 
14 授業事例の分析  授業研究とは 
15 総括  講義を振り返って 
16 期末試験  期末試験 












 第 1 回は初回のため、授業の進め方や教育心理学の大まかな内容について触れた講義を
行い、また、学生の教育心理学に対するイメージを尋ね、ワークシートに書かせた。 
 第 2 回と 3 回は、学習意欲についての内容である。 
 第 4 回から 7 回は、学習や発達についての内容である。その成果から、第 8 回で授業事
例の分析を行った。 
 第 9 回から 11 回は、教育評価についての内容を扱った。 
 第 12 回は学校適応、第 13 回は発達障害、第 14 回は授業研究についての内容を扱った。 
 第 15 回は、講義を振り返って、学んだことや感想などをワークシートに記述させた。 
 第 5 回と第 14 回は、研究授業として、協力者によるビデオカメラの撮影と授業後に振
り返りを実施した。 
 単元計画は、学生の理解度に応じて再構成された。事前のシラバスからの再構成は次の
通りである。まず、教育評価について 2 回分だったのを 3 回分に分けた。これは、第 10 回
の課題への記述内容から、教育評価に対する理解が不十分だったためである。次に、学校・
学級への適応の内容について、学校適応と学級への適応に分けて授業を行った。実際に学
生の様子を見て授業を計画したところ、時間的に 2 回に分ける必要が生じたためである。 
 したがって、いくつかの授業内容を効率的にまとめる必要があった。「授業事例の分析」
と「教師の学び 2」は独立に授業を行うよりも重ねて授業を行った方が学生にとって効果
的であると判断されたため、第 14 回にまとめられた。また、「教師の学び 1」の内容は、
講義を振り返ることと組み合わせることで効果的に伝えることができると判断されたた
































































  1＋2－3×4÷5＝ 
  (1＋2)－3×4÷5＝ 
  1＋(2－3)×4÷5＝ 
  1＋2－(3×4)÷5＝ 














察を深める。この 3 名は、3 方向から授業での学生の学習過程を捉えるために選定した。3



















 学生の授業観の変化過程を分析するため、3 名の学生を選定した。 
 学生 A は、一貫して授業の課題に主体的に取り組んでいた。特に第 10 回の学校適応に






















いる。つまり、学生 C は「授業内容に強い興味を持ち、自分の考えを言える学生」である。 





う回答が多数見られたためである。検討の結果の要約を図 4 に示す。 
 学生 A、B、C に共通する変化として、協同的な学びの視点が形成されたことが言える。
なお、全体では、授業における協同について記述した学生は 63 名中 40 名であった。 
 次項では、各個人の質的な相違を以下で検討する。 
  
3-1-2．学生 A 個人の楽しさから教室全員の楽しさへ 








 学生 A 学生 B 学生 C 








































































 そして、第 7 回での課題「あなたにとって学ぶとはどういうことか？」では、「自分の









3-1-3．学生 B 授業参加の具体化と協同の視点の形成 











 学生 B の変容の過程を第 4 回と第 5 回のワークシートの記述から検討する。 








生 B は、「A の教えはいやだと思う。どうせやるなら楽しい授業のがいい」と記述してい
る。ここで、学生 B は「楽しい授業」が何かについて明示していない。しかし、教師の発
問が主である授業は、「いやだ」と述べ、授業 B を選び、「楽しい授業のがいい」と書いて
いることから、2 つの授業記録を比較することで、学生 B の中に、少しずつ「楽しい授業」
のイメージが形成されていることが推察できる。 
 そして、第 5 回のワークシートで、授業 B の記録で 2 回発言している子どもから子ども
たちの学んでいることを読み取る課題では、「ただ答えを答えるだけでなく、おもに想像
というか、どんなふうになったのだろうという想像をしている。考える。答えを見つけだ









3-1-4．学生 C 「冗談」による楽しさから学ぶ喜びへ 









 学生 C の変化過程について、第 5 回、第 6 回、第 7 回のワークシートから見ていく。 














 さらに、第 7 回の課題「なぜ意見交換すると学べるのか」では、「自分が考えなかった
ようなことも人の意見を聞いて気づく事ができるから。」と記述している。ここでも、話
し合い活動を通して、気づきを得たことが要因として考えられる。 










 第 1 に、話し合って課題に取り組む活動を中心にしたことによって、授業観の変化を促
すことができたと考えられる。協同的な学びの意味や価値を学生に伝えるにあたり、話し
合いを中心にすることによって、実感を伴った理解が促された可能性が考えられる。 























 次は、授業者自身の授業研究に対する認識について、第 5 回と第 14 回で実施した研究
授業の結果から検討する。 
 
3-2-1．第 5 回研究授業のデザイン 
 深谷氏と一緒に、第 4 回の授業結果を受け第 5 回の授業デザインを検討し、授業デザイ
ンを作成した。第 4 回の授業では、教師の発問が主である授業記録 A と子ども同士の話し
合いが主である授業記録 B のどちらが子どもの学習にとって良いかを考える課題を中心
に行った。その結果、どちらの授業も一長一短がある、という方向の結論となった。だが、
この授業記録が同一の教師の実践であり、A から B に授業のスタイルを変化させたことは
伝えていなかった。学生の中に話し合いの授業の良さが十分伝わっていないと考え、再び
同一の授業記録を教材に用いて第 5 回の授業デザインを検討した。検討時の議論の内容を








図 5 第 5 回授業デザインの検討 
 
 この検討に基づいて、第 5 回の課題は次の通りにデザインされた。 
 
（1）教師の発問が主である授業記録 A と子ども同士の話し合いが主である授業記録 B の
比較を行い、違いを探した。これは個人の活動で行った。出て来た違いは、発表さ
せ、板書した。 























 第 5 回の授業では 2 つの授業記録（A と B）の比較を行った。いずれも小学校国語の「ご
んぎつね」という物語文教材の授業記録である。この授業で教材として用いた授業記録の
A と B は下記の通りである17。 
                                                  
17この 2 つの授業記録は、次の文献より引用した。秋田喜代美（1997）「熟練教師に学ぶ、発達を支える



































































































































































































2 T 想像、ま、自分なりに 




5 学生B え？ 
6 T 二つの発言がどう変化しているか、どう学んでいっているか。具体的な、内容
的なところ 
7 学生B どういうことですか？ 
8 T あ、難しければ、次の方に 
9 学生B いや、何を言ったら・・・ 
10 学生X つぎ回す。 



































 また、反省のしかたにも変化が見られた。第 14 回の授業の後に、ワークシートを見て、次のよ
うな反省を書き残している。 
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